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医療社会事業相談室　ＴＥＬ　011－832－3260
療養上のご相談を、医療施設・患者さん・ご家族より
お受けしております。

【 Wish for peace 】作：中澤 理沙
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With Corona,
Post Coronaの新年度を迎えて

KKR札幌医療センター
KKR Sapporo Medical Center

連携いただいている諸先生方には日頃から格段のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

今年度もご支援の程よろしくお願いいたします。

さて、令和 3 年度も新型コロナウイルス感染症に翻弄された１年でした。1 年前に比較する

と重症患者は少なくなり、また入院患者を受け入れる施設が増えたため連日連夜の当院集中

搬送もなくなりました。しかし、新型コロナウイルスに感染した妊婦や小児・幼児、時に家族

での入院といった、内科のみならず産婦人科・小児科も慌ただしい令和 3 年度後半でした。

さらに 1 月以降、家庭内感染が主と考えられる多くの職員の感染や濃厚接触により診療業務

の縮小を余儀なくされ、2 月には病棟でのクラスター発生により当該病棟の使用制限がありま

した。保健所からは、「よくぞこの程度のクラスターで収束させた。さすが KKR」との苦笑せ

ざるを得ないようなお褒めの言葉もあったと聞いておりますが、病院の機能が大きく損なわれ

た3ヵ月間でした。新型コロナウイルス感染者数は減少傾向にあるものの、下げ止まりであり、

今後もWith Corona として感染の状況を見守り対応しながら、Post Corona 時代の診療を

進めていかねばなりません。

この新型コロナウイルス感染症の診療を行いながら、今年度に取り組まなければならない、

かつ連携医の皆さまのご協力・ご支援を仰がなければならない課題が二つあります。一つは

医師の働き方改革です。他の職種に遅れること 5 年間の猶予がありましたが、それも残り 2

年となりました。2 年後には完成形を示さねばならず、それまでに勤務時間短縮計画の作成や

第三者評価をはじめとする種々の承認事項をクリアしていかねばなりません。そのため、これ

からの 1 年間は勤務実態の調査や休日夜間の救急患者受け入れ状況の把握、時間帯によって

は夜間の救急受け入れ制限ということも想定されます。但し、平日日中の救急受け入れ、特

に連携医の先生方からの依頼にはしっかり応えることを職員は十分認知しておりますので、こ

れまでと変わらないご支援をよろしくお願いいたします。

もう一つの課題が地域医療構想です。今年度中には入院診療はもとより、外来診療におい

ても、当院がどのような位置づけの上で、どのような診療を行うのか、行っていきたいのか、

明確にして公表していかねばならないようです。これはまさに連携医療機関の皆さまと一緒に

考えていかねばならないことです。機会を設けますので、是非皆さま方のご意見を賜りたくご

協力をよろしくお願いいたします。

当院は 2006 年（平成 18 年）4月に新築工事が全て終了し、幌南病院からKKR札幌医療

センターに生まれ変わりました。それから 16 年が経ちましたが、今年度は病院の機能を全面

的に見直す「機能的な新築」に取り組み、再度の生まれ変わりを行う年となりそうです。新生

KKR 札幌医療センターを目指して、今後も連携いただいている諸先生方のご支援・ご協力を

よろしくお願いいたします。
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放射線診断科部長　廣川　直樹

今年度より放射線診断科に配属になった廣川直樹と申します。
放射線診断、特に Interventional　Radiology（IVR）と腹部超音波検
査を専門としています。前任の札幌医大放射線医学講座では多発
外傷、術後出血、産科的出血、ドレナージ術などの緊急処置や、精査
の体外式超音波検査をしておりました。地域の皆様には、他の診療
科をサポートする形で尽力いたします。どうぞよろしくお願いい
たします。

婦人科部長　加藤　達矢

本年度より産婦人科に赴任いたしました加藤達矢と申します。
前任地の北海道大学病院婦人科では主に婦人科腫瘍、内視鏡手術
に関する診療を行っており、今後もその経験を生かして地域の皆
様のお役に立てればと考えております。どうぞよろしくお願いい
たします。

緩和ケア内科部長代行　近藤　千尋

2022 年度緩和ケア内科に赴任しました、近藤千尋と申します。
以前にも当院で緩和医療に関わり、今春再び赴任しましたことを
嬉しく思います。患者様、御家族の辛さを和らげるよう努めてまい
りますので、よろしくお願いいたします。

心臓血管外科部長代行　佐藤　公治

前任の杉木医師に代わり３年ぶりに KKR 札幌医療センターに
戻って参りました。コロナ禍の厳しい状況ではありますが、感染対
策も含め迅速で丁寧な対応を心がけていきたいと思います。心臓、
血管の病気でお困りの際はお気軽にご連絡いただけますと幸いで
す。今後とも変わらぬご厚誼を賜りますよう、よろしくお願い申し
上げます。

新 任 医 師 の 紹 介
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整形外科医長　芝山　浩樹

初めまして。4 月より整形外科に赴任した芝山浩樹と申します。
専門分野は上肢で、肩・肘・手・指に関する患者さんは、気兼ねな
くご紹介頂けたらと思います。当院は設備・人員共に非常に充実
しているので、基礎疾患を有する方でも十分に対応出来ます。ま
た、私は整形外科だけでなく形成外科の専門医も取得しておりま
すので、整形 or 形成で迷うような症例にも対応致します。よろし
くお願いいたします。

麻酔科医長兼手術部医長　早坂　怜

本年度より麻酔科に赴任しました早坂怜と申します。
以前も KKR 札幌医療センターに勤めていましたが、主に手術麻
酔、集中治療領域の診療に当たらせていただきます。
少しでも皆様のお役に立てるよう精進してまいりますので、何
卒よろしくお願い致します。

病理診断科医長　木内　隆之

４月より病理診断科に赴任いたしました木内隆之と申します。
病理診断を通じて皆様のお役に立てるよう力を尽くしたいと思
います。何卒よろしくお願い申し上げます。

代謝・内分泌・糖尿病内科医師　葛巻　哲

本年度より代謝・内分泌・糖尿病内科に赴任しました、葛巻哲
と申します。
内科医としてまだまだ勉強中の身ですが、地域医療に貢献でき
るよう尽力して参りますので、何とぞよろしくお願い申し上げま
す。
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放射線診断科医師　佐藤　弘樹

今年 4 月から当院放射線診断科に後期研修医として赴任した佐
藤です。CT や MRI 画像の読影、カテーテルの検査や治療を担当し
ています。地域の皆様の医療に貢献できる様、励んでまいります。
どうぞ宜しくお願いいたします。

小児科医師　山田　聡

KKR 札幌医療センター小児科山田です。よろしくお願いします。
現在小児科８年目として日々勉強させていただいております。
まだ専門までは進めていないものの現在小児神経領域を志向し
ております。どの領域でも勉強させていただきますので、ご紹介な
どありましたら快く引き受けさせていただきます。よろしくお願
いします。

呼吸器内科医師　篠崎　鮎香

４年前に 1 年間お世話になり、再び勤務させて頂くこととなり
ました。初心を忘れず、患者さんに真摯に向き合い日々の治療を
行っていきたいと思います。患者さんの高齢化に伴い、リハビリ
テーション科や MSW の皆様ともより一層連携をとることが必要
になっていると感じております。今後ともお力添えのほど宜しく
お願い致します。

代謝・内分泌・糖尿病内科医師　山田　有

本年度より代謝・内分泌・糖尿病内科へ赴任致しました山田有
と申します．初期研修・後期研修でも KKR 札幌医療センターへ勤
務しておりました．少しでも地域の皆様のお力になれるよう診療
を行ってまいりますので，どうぞ宜しくお願い申し上げます。

皮膚科医師　田中　有沙

本年度より皮膚科に赴任いたしました田中有沙と申します。昨
年までは北海道大学病院に勤務しておりました。皮膚科医として
少しでも地域の皆様のお役に立てるよう精進してまいりますの
で、どうぞよろしくお願い申し上げます。
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